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待

っ
て
い
る
だ
け
で
は
何
も
変
わ
ら
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押
忍
　
一　
ゎ
な

い
と
見
ら
れ
な
い

『
虹
』
そ
し

一　
た
る
企
画
、
学
生

の
元
気
良
さ
が
見

Ｒ

て

掲
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「虹
の
パ
ズ
ル
」

開

0/26(ω
t

10/28(日 )

鉄

道

研

究

部

今
回
、
鉄
道
研
究
部
で
は
写
真
パ

ネ

ル
展
示
と
鉄
道
模
型

の
走
行
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

写
真
。ハ
ネ

ル
展
示
で
は
各
部
員
が

夏
合
宿
中
に
撮
影
し
た
鉄
道
写
真
を

解
説
文
と
共
に
紹
介
さ
れ
ま
す
。
鉄

道
模
型

の
走
行
会
で
は
ジ
オ
ラ

マ
内

を
走
行
す
る
鉄
道
模
型

の
列
車
を
見

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
ジ
オ
ラ

マ
は
部
員
全
員
が
日
頃

の
活
動
で
鋭

意
製
作
し
た
物
で
、
限
ら
れ
た

ス
ペ

ー

ス
に
様

々
な
風
景
や

ア
ク
シ

ョ
ン

が
盛
り
込
ま
れ
、
見
ど

こ
ろ
が
多

い

も
の
と
な

つ
て
い
ま
す
。
ま
た
当
日
、

来
場
者
は
鉄
道
棋
型

の
運
転
体
験
も

で
き
ま
す
。

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
扇
子
展

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
扇
子
展
と
は
、

こ
の
大

学

の
准
教
授
で
あ
る
上
久
倅
敏
先
生

に
よ
る
屈
子
の
展
示
を
行
う
企
画
で
す
。

一癌
子
の
展
示
は

６６‐

、　
６６３

等警
圭
で
行
わ

れ
何
百
本
も
Ω
扇
子
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

他
に
も

６６‐

教
室
前

の
廊
下
に
て

「投

一用
興
」
も
行
わ
れ
ま
す
。
投
扇
興
と

は
扇
子
を
桐
箱

の
台
座
上
に
置
か
れ

た

「蝶
」
と
呼
ば
れ
る
的
に
向
か

つ

て
投
げ
て
そ
２
癌
・
蝶

（的
▼

枕

宏
口

座
）
に
よ

つ
て
作
ら
れ
る
形
を
判
定

す
る
こ
と
に
よ
り
点
数
を
算
出
し
、

そ
の
高
低
を
競
う
日
本

の
伝
統
的
な

遊
び
で
す
。
当
日
に
担
当

の
者
が
詳

し
い
ル
ー

ル
説
明
な
ど
を
行

い
ま
す

の
で
、
初
心
者

で
も
安
心
し
て
参
加

で
き
ま
す
。

日
本
古
来

の
遊
び
を
体

験
で
き
る
貴
重
な
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
下
さ
い
。

お
化
け
屋
敷

工
大

の
学
生
問

で
静

か
に
語
ら

れ
て
い
る
噂
‥
。
「城
北
祭
が
開
催
さ

れ

て
い
る
三
日
間
だ
け

一
号
館

工

階

の
セ
ミ
ナ
ー
室

で
不
思
議
な
事
が

起

こ
る
ん
だ

つ
て
…
」
「あ

の
教
室
で

白
い
影
が
で
る
ん
だ

つ
て
…
」
「入

っ

た
ら
二
度
と
出
て
こ
れ
な
い
ん
だ

つ
て

‥
」

真
相
は
ア
ナ
タ
の
目
で
確
か
め

て
く
だ
さ

い
。

①
召
０
″
虫
く
Ｏ
Ｚ
ω

大
阪

工
業
大
学
情
報
科
学
部
公

認
の
課
外
活
動
サ
ー
ク
ル
で
、
主
に

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
ー
グ
ラ

フ
イ
ン
ク

ス

を
中
心
と
し
た
創
作
活
動
を
行

っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
城
北
祭

で
は

‐３２

教

室
に
て
、
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
イ

ン
ク
ス
を
使

っ
た
イ
ラ
ス
ト
や
ア
ニ
メ

ー
シ
ヨ
ン
な
ど
が
、
展
示
さ
れ
ま
す
。

茶
　
道
　
部

茶
道
都

で
は
二
十
六
二

一十
七
日

に
学
内
茶
会
を
、

二
十
人
日
に
茶
道

体
験
を
、
六
号
館
十
五
階

の
ル
ラ
ー

シ

ュ
で
行

い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
十
時

～
十
六
時
ま
で
で
す
。

こ
の
お
茶
会
で
は
茶
道
だ
け
で
な

く
華
道

の
作
品
も
展
示
し
て
い
る
の

で
、
そ
ち
ら
も
要
注
目
で
す
。
ま
た
、

茶
道
体
験
は
経
験

の
な

い
方

で
も
、
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茶
道
部

の
方
に
丁
尊
に
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

茶
会
は
固
い
雰
囲
気
、
と

い
う
イ
メ

ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
気
楽
に
参

加
し
て

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取

つ
て
く
だ
さ

い
。

城
北
祭
最
終

日
の
十
月
二
十
人
日

（
日
）
十
五
時
半
～
十
人
時
に
工
大

東
中
庭

の
ス
テ
ー
ジ
に
て
、
第
四
十

七
回
総
合
演
武
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

演

武
祭

と

は
武
道

系

の
部

が
、

日
々
の
厳
し
い
稽
古
で
育
ん
だ
心

・

技

・
体
か
ら
生
ま
れ
る
繊
細
か

つ
大

胆
な
美
し
い
演
技
を
披
露
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も
武
道
の
精
神

に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

出
場
団
体
は
剣
道
部
、

テ

コ
ン
ド

―
部
、
柔
道
部
、
合
気
拳
法
部
、
北

道
院
拳
法
部
、
空
手
道
部
、
應
援
幽

の
七

団
体
で
、
我

々
應
援
剛
は
、
演

武
祭

の
し
ん
が
り
を
務
め
る
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
演
武
祭

で
は

應
援
回
で
代

々
受
け
継
が
れ
て
い
る

型
や
我
が
校

の
歌
を
披
露
し
ま
す
。

そ
し
て
、
締
め
く
く
り
に
は
会
場
全

体

で
歌

い
上
げ
る
大
學
歌
斉
唱
の
指

揮
を
と
り
ま
す
。
皆
様
、
是
非
と
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

芸
能
祭
実
行
委
員
会
は
、
毎
年
城

北
祭

に
合
わ
せ
て
催
し
物
を
し
て
い

ま
す
。
去
年
は

ス
タ

ン
プ
ラ
ジ
ー
を

行
な

つ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
ク

イ
ズ
を
行

い
ま
す
。
ク
イ
ズ
は
三
日

間
あ
り
、
十
時
～
十
七
時

の
間
に
各

日

程

時 間

易所
10:00 11:00 12,00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

東中庭
ステージ

甘
部
導
ｐ
ヾ

開
祭

式

文化会軽音楽部

軽音ライブ
のど自慢

悠̈ インディーズ

アーティスト

ライブ

河川敷

グラン ド
体育会 ソフトボール大会

東中庭
ステージ

東
方
吹
奏
楽
団

演
奏
会

ダ
ン
ス
公
演
�

OCF軽音楽吉Б
ダンスパーティー

体育会

相撲体重別選手権

ピロテ ィ
ーB

TOSS

ジャグリングステージ

(た まにやってます)

城北

BING0

フェスタH

TOSSジ ャグリングステージ

(たまにやつてます)

東中庭
ステージ

演
奏
会

�

体操部

アクロ

バット

演技会

アーティス トライブ
体育会 第 47回総

合演武祭

OIT

ホール
ストリー トダンス部 ダンス公演 in oITホ ール

場所 企画名 団体名 備考

1号館

1号館 1階入 り口付近 人エイクラ、スライム作 り 応用化学研究部

1号館 1階 ロズドットノミトル 機械工学研究部 28日 のみ

1号館 1階 駐輪場 フリーマーケット
1サ餌 2階

多目的 1教室
4′ Fつ に産イよつ!!

お子様企画 2012 城北祭実行委員会
Zr 日 上υ :υυ～ ■り :∪∪

28 日 10:00～ 17:00
1号館 3階 131教室 ゲームをやろう ! 電子工学研究部

1号館 3階 132教室 作品展示 CreativeNG
1号館 5階 お化け屋敷 城北祭実行委員会 工大 初 !

6号館

6号館 1階 食堂 工学祭 工学祭実行委員会
6号館 2階 慎型、写真展示 鉄道研究部

6号館 4階 641教室 Bud中 活動内容の展示 Buddy
6号館 4階 642教室 活動発表 城北水辺クラブ

6号館 4階 643教室 1子棋の展示 将棋部

6号館 4階 644教室 研究発表 環境工学研究部

6号館 5階
651教室

652教室
ユースホステル ユースホステル部

6号館 5階 653教室 ミニ演奏会 クラシックギター部
6号館 5階 654教室 イラス ト展示 漫画研究部

6号館 6階
 :::薮 至

扇子の展示
降も皿 扇子展

661教室前廊下 投扇興

6号館 6階 664教室 プラネタリウム 天文学研究部
6号館 15階ルラーシュ お茶会 茶道部

6号館 16階淀ビスタ
美術部展示会 美術部

ワ~ク シ ヨンプ 空間デザイン研究部

7号館
7号館 4階 軽音ライブ 軽音楽部
7号館 6階 教室ライブ OCF軽音楽部

8号館 8号館 4階 辛内部展 写冥研究部 27日 、 28日
Chast Chast l卜皆 シナリオリーディング ESS

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

十

一
月
二
日

（土
）
の
文
化
の
日

に
枚
方
キ
ャ
ン
パ

ス
で
北
山
祭
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
北
山
祭
は
城
北
祭
と

違

い

一
日
し
か
開
催
さ
れ
な

い
貴
重

な
祭
典

で
す
。
北
山
祭
は
フ
リ
ー

マ

ー
ク

ッ
ト
が
盛
ん
で
、
三
百
店
舗
ほ

「工
学
祭
」

今
年
も
城
北
祭

で
工
学
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

日
程
は
二
十
六
，
二
十

七
日
の
十
時
～
十
七
時
、
二
十
八
日

の
十
時
～
十
六
時
半
で
、
場
所
は
六

号
館

一
階
の
食
堂
で
す
。

工
学
祭
と
は
、

工
学
研
究
系

の
ク

ラ
ブ
が
集
ま
り
、
研
究
内
容
や
今
ま

で
ど
う

い
う
活
動
を
し
て
き
た
か
を

発
表
す
る
場
で
、
機
械
工
学
研
究
部
、

土
木
文
化
研
究
部
、
電
子
工
学
研
究

部
、
建
築
文
化
研
究
都
、
電
気
科
学

研
究
都
、
応
用
化
学
研
究
部

の
六
団

体
が
参
加
し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー

マ
は

「さ
わ

っ
て
体
験
、
見
て
納
得
、
誰
に

で
も
や
さ
し
い
、
工
学
系
の
い
ま
を
知

る
こ
と
の
で
き
る
工
学
祭
」
で
、
工
学

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
体

験

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

当
日
は
係
員
と
し
て
各
部

の
部
員

が
三
十
人
ほ
ど
、
展
示
物
を
優
し
く

丁
寧
に
説
明
を
し
て
く
れ
ま
す
。

工

学
祭

の
目
標
は
、
新
し
く
発
見
さ
れ

た
技
術
や
発
明
品
な
ど
を
知

っ
て
も

ら
う
こ
と
、
来
て
い
た
だ

い
た
方
に

親
近
感
が
わ
く
よ
う
な
行
事
に
す
る

こ
と
で
す
。
老
若
男
女
関
係
な
く
ど

の
よ
う
な
人
で
も
楽
し
め
る
内
容
に

な

っ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

■

「
機
械

工
学
研
究
部
」

機
械
工
学
研
究
部

で
は
、

二
足
歩

行

ロ
ボ

ッ
ト
や
、
か
わ
さ
き

ロ
ボ

ツ

ト
と
い
う

ロ
ボ

ツ
ト
を
展
示
し
、
そ

れ
を
実
際
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ロ
ボ

ッ
ト
に
興
味

の
あ
る
方

は
、
二
十
人
日

（
日
）
に

一
号
館

一

階
で
、

ロ
ボ
ツ
ト
バ
ト
ル
が
行
わ
れ
る

の
で
見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■

「
土

木

文

化

研

究

部

」

土
木
文
化
研
究
都

で
は
、
人
月
十

八
日

（土
）
に
見
学
し
た
、
新
名
神

高
速
道
路
箕
面

ＩＣ

の
模
型
を
展
示

し
ま
す
。
実
際

の
高
速
道
路
は
ま
だ

開
発
途
中
な

の
で
、
完
成
図
を

一
足

先
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に

も

コ
ン
テ
ス
ト
で
使
わ
れ
た
測
量
機

や
、
橋

の
槙
型

の
展
示
が
あ
り
ま
す
。

■

「
電

子

工

学

研

究

部

」

電
子
工
学
研
究
部
で
は
、

ＰＣ

で
動

く
白
作

の
グ
ー
ム
を
展
示
し
ま
す
。

シ

ユ
ー
テ
イ
ン
グ
グ
ー
ム
な
ど

い
ろ

い
ろ
な
種
類

の
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、
実

際
に
遊
寡

こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ
ー

ム
の
他
に
も
、
電
子
工
作
と
し
て

」ＥＤ

を
使

っ
た
看
板
や
、
電
池
で
動
く
お

も
ち
や
を
展
示
し
ま
す
。
ど
れ
も
製

作
期
間
は
二
か
月
ほ
ど
で
、
作
成
者

全
員
が
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分

の
作

り
た
い
モ
ノ
を
作

っ
た
そ
う
で
す
。

■

「
建

築

文

化

研

究

部

」

建
築
文
化
研
究
部
で
は
、
工

つ
の

斑
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
作

つ
た
模
型

等
を
展
示
し
ま
す
。

イ
ン
テ
リ
ア
斑

は
、
大
阪
工
業
大
学

の
六
号
館
十
六

階
に
あ
る
淀
ビ

ス
タ
の
模
型
を
展
示

し
ま
す
。
タ
ブ
ラ
ー
サ
妻
は
、
部
屋

の
模
型
と

い
く

つ
か
の
家
具

の
模
型

を
用
意
し
て
お
り
、
家
具
の
配
置
を

決
め
て
自
分

の
理
想

の
部
屋
を
考
え

る
体
験
が
で
き
ま
す
。
建
築
妻
は
、

京
都

・
嵐
山
に
あ
る
天
龍
寺

の
模
型

を
展
示
し
ま
す
。

ＳＤ

要
は
大
阪
工
業

大
学

の
校
舎

の
棋
型
と
、　
一
分

の

一

ス
ケ
ー
ル
の
イ

ス
を
展
示
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
大
き
な
作
品
に
な
る
の
で
、

と
て
も
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
構
造
班

は
、
実
験
の
ま
と
め
や
、　
コ
ン
テ
ス
ト

に
出
し
た
棋
型
を
展
示
し
ま
す
。

■

「
電

気

科

学

研

究

部

」

電
気
科
学
研
究
部
で
は
、
普
段
の

活
動
で
研
究
し
て
き
た
太
陽
電
池
の

発
表
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
他
の
ど

の
ク
ラ
ブ
も
や

つ
て
い
な
い
研
究
な

の
で
要
注
目
で
す
。
他
に
も
、
ラ
イ

ン
ト
レ
ー
ス
カ
ー
と
い
う
、
白
い
板

の
上
に
書
い
て
あ
る
黒
い
線
を
読
み

取
っ
て
そ
の
上
を
走
る
車
や
、
様
々

な
ゲ
ー
ム
の
展
示
も
行

っ
て
い
ま
す
。

グ
ー
ム
は
、
ク
イ
ズ

・
ス
ロ
ツ
ト

・

パ
ズ
ル

・
イ
ラ
イ
ラ
棒
が
あ
り
、
実

際
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■

「
応

用

化

学

研

究

部

」

応
用
化
学
研
究
部
は
、
普
段
の
活

動
で
調
査
し
て
い
る
、
淀
川
や
近
畿

の
い
ろ
い
ろ
な
川
の
水
質
調
査
の
デ

ー
タ
発
表
を
行
い
、
そ
の
デ
ー
タ
を

わ
か
り
や
す
く
地
図
で
示
し
た
も
の

を
展
示
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
レ

ア
メ
タ
ル
と
い
う
金
属
を
テ
ー

マ
に

し
た
、
自
由
実
験
で
調
べ
た
内
容
の

展
示
や
、
お
酢
や
重
曹
を
使

っ
た
実

験
を
実
際
に
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ

の
部
室
を
回
り
、
問
題
を
出

し
て
も
ら
い
ま
す
。
問
題
の
内
容
は
、

各
部

の
専
門
知
識
が
問
わ
れ
る
も

の

な
の
で
、
頑
張

つ
て
解
い
て
く
だ
さ
い
。

問
題
の
答
え
を
書

い
た
紙
を
ブ
ー

ス

に
持

っ
て
い
き
、
十
問
中
Λ
問
正
解

し
て
い
る
と
、

く
じ
付
き
の
ア
メ
が

も
ら
え
ま
す
。
そ
の
く
じ
で
当
た
り

が
で
れ
ば
、
景
品
と
交
換
し
て
も
ら

い
ま
す
。
ブ
ー

ス
は
七
号
館

の
横
に

あ
り
、
常

に
二
人
待
機
し
て
い
る
の

で
、

い
つ
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

『
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く

い
』

大
阪
工
業
大
学
後
援
会

『
射
的
』
　

シ
モ

・
ヘ
イ

ヘ

『
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
』

ゴ

ル
フ
部

『
焼
き
と
う
も
ろ
こ
し
』

大
阪
工
業
大
学

学
図
校
友
会
青
年
部

『
ヨ
ー

ヨ
ー

つ
り
』

フ
ッ
ト
サ
ル
部

『
チ
ヂ
ミ
』

ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
部

『
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
』

環
境
正
■
研
究
部

『
ミ
ル
ク
せ
ん
べ
い
』

電
子
工
学
研
究
部

『
キ
ャ
ベ
ン
焼
き
』

粉
も
ん
に

つ
い
て
本
気
出
し

て
考
え
て
み
た

『
焼
き
う
ど
ん
』
　

剣
道
部

『
た
こ
焼
き
』

サ
イ
ク
リ
ン
グ
部

『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
』

ベ
ン
チ
ヤ
ー
企
業
研
究
部

『
ツ
ー

ス
せ
ん
べ
い
、
キ
ヤ
ベ

ツ
焼
き
』

没
画
研
究
部

『
チ

ュ
ロ
ス
』

ア
イ
ス
ホ

ツ
ケ
ー
都

『
お
好
み
焼
き
』

合
気
拳
法
都

『
焼
き
そ
ば
』
　

空
手
道
部

『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
』

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

『
チ

ュ
ロ
ス
』
　

知
財
推
進
部

『
た
こ
焼
き
』

生
命
工
学
研
究
部

『
コ
ロ
ッ
ケ
』

機
械
工
学
研
究
部

『
焼
き
ド
ー
ナ
ツ
』

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
研
究
会

『
ベ
ビ
ー
カ
ス
テ
ラ
』

演
劇
部

『
ベ
ビ
ー
カ

ス
テ
ラ
』

建
築
文
化
研
究
部

『
た
こ
焼
き
』

北
道
院
拳
法
部

『
り
ん
０
」飴
』

ぎ

『
ラ
ー
メ
ン
』
　

一
麺
入
魂

『
も
ち
、　
マ
シ

ュ
マ
ロ
』

ポ
ラ
ン
テ
ギ
ア
教
育
研
究
会

『
ミ
ラ
☆
ク
レ
ー
プ
』

応
用
化
学
研
究
部

『
回
転
焼
き
』

土
木
文
化
研
究
部

『
カ
ラ
ア
ゲ
』

天
文
学
研
究
部

『
あ
げ
パ
ン
』
　

ア
ウ
ト
ド
ア

『
や
き
と
り
』
　

写
真
研
究
都

擬

■

『
チ
ー
ズ

ス
テ
イ
ッ
ク
』

美
術
部

２

『
水
餃
子
と
緑
豆
の
ス
ー
プ
』

留
学
生
友
好
会

３

『
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
』

洋
弓
部

４

『
た
こ
焼
き
風
ベ
ビ
ー
カ

ス
テ
ラ
』

知
財
二
回

５

『
サ
ク
サ
ク
レ
ー
プ
』
　

林
ゼ
ミ

６

『
ン
ー

ス
せ
ん
べ
い
』

文
化
会
本
部

７

『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
』

ＯＣＦ

軽
音
楽
部

８

『
川
上
村
物
産
店
』
　

川
上
村

11 101419 18 1727 26   25 2440 39 35 34 33

「北
山
祭
」
開
催
！

ど
出
店
さ
れ
ま
す
。

フ
リ
ー

マ
ー
ケ

ン
ト
で
は
服
、
靴
、　
ハ
ン
カ
チ
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
お
も
ち
や
、
雑
貨
な

ど
多
種
多
様
な
も

の
が
販
売
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
ち
ら
に
も
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。



(3)第 55号 大 阪 工 業 大 学 應 援 国

大
阪
工
業
大
学

大
阪
工
業
大
学
應
援
国
は
体
育
会

系

の
ス
ポ
ー
ン
の
応
援
は
も
と
よ
り
、

文
化
会
系
ク
ラ
ブ

の
発
表
会
や
催
し

の
支
援
な
ど
学
生

の
課
外
活
動
に
関

す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
入
学
宣

誓
式
や
学
位
記
授
与
式
な
ど
大
阪
工

業
大
学

の
名

の
下
に
行
わ
れ
る
全

て

の
行
事
を
姑
象
に
、
そ
の
発
展
や
成

功
を
願

っ
て
応
援

・
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
体
育

会
や
文
化
会

の
所
属
で
は
な
く
、
独

立
し
た
課
外
活
動
団
体
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

應
援
国
内
に
は
、
事
務
分
野
を
施

す
総
務
部

・
情
宣
部

・
渉
外
部

・
会

計
部
と
、
活
動
を
担
う
旗
手
都

・
リ

ー
ダ
ー
部

・
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
を
組

織
し
て
い
ま
す
。

□
員
は
何
れ
か
の
部
を
担
当
し
、

そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
も

つ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

大
阪
工
業
大
学
應
援
国
に
は
基
本

的
な
指
針
を
示
す

「団
訓
」
と
、
□

員
が
常
に
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

「団
貝
心
得
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
、
應
援
回
活
動
だ
け
で

は
な
く
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
各

自

の
目
指
す
も

の
と
し
て
、
常
に
心

に
お
い
て
い
ま
す
①

平成二十四年度夏期合宿集合写真
(左端、永田監督 右端、松本先輩 (OB))應 援 目

應
援
国
紹
介

我々は団 員せ得 を建 守 し、t7忍 の

精 神 に則 り、文 式 を修 め、白 已を線

を し、一致 団結 して大阪工業 大学発

展 の為 につくし、隣 人 相
～

して国 家

繁栄の為に寄与することを訓十とする。

団
員
は
、
紫
直
に
し
て
謙
虚
た

る
べ
し
。

団
員
は
、
覇
気
を
持

つ
べ
し
。

団
員
は
、
誠
意
を
尽
く
す
べ
し
。

団
員
は
、
恥
を
知
る
べ
し
。

団
員
は
、
沈
若
冷
静
に
し
て
勇

猛
た
る
べ
し
。

団
員
は
、
不
断

の
修
練
に
励
む

べ
し
。

団
員
は
、
卑
怯
な
振
舞
を
せ
ざ

る
こ
と
。

団
員
は
、
他
人
を
批
判
せ
ざ
る

こ
と
。

団
員
は
、
曖
味
な
る
言
動
を
せ

ざ
る
こ
と
。

団
貝
は
、
無
駄

口
、
陰

口
を
慎

む
こ
と
。

団
員
は
、
長
幼

の
序
を
忘
れ
る

べ
か
ら
ず
。

団
員
は
、
妥
協
を
許
す
べ
か
ら

ず
。

団
員
は
、
分
を
忘
れ
る
べ
か
ら

ず
⇔

団
員
は
、
義
理
人
情
を
久
く
べ

か
ら
ず
。

団
員
は
、
自
己
滅
却
を
恐
る
べ

か
ら
ず
。

団
貝
は
、
物
に
動
ず
べ
か
ら
ず
。

団
員
心
得

団
貝
は
、
礼
節
を
尊
ぶ
べ
し
。

団
員
は
、
規
律
を
重
ん
ず
べ
し
。

団
貝
は
、
言
動
に
☆
任
を
持

つ

べ
し
。

団
員
は
、
質
素
に
し
て
清
潔

で

あ
る
べ
し
。

リ

～
應
援
国
に
あ

っ
て
、

ひ
と
き
わ
そ

の
存
在
の
目
立

つ
リ
ー
ダ
ー
部
。
し

か
し
、
そ
の
型
を
完
成
さ
せ
る
に
は

厳
し
い
試
練
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。
～

リ
ー
ダ
ー
は
応
援

の
先
頭
に
立
ち
、

応
援

の
指
揮
を
と
り
ま
す
。
皆
さ
ん

も
應
援
団
と
聞

い
て

一
番
イ
メ
ー
ジ

が
強

い
存
在
だ
と
思

い
ま
す
。
応
援

の
型
は
リ
ー
ダ
ー
部
内

で
各
代
に
継

承
さ
れ
ま
す
。
応
援

の
型
は

「型
」

と

「歌
の
型
」
が
あ
り
、
「型
」
は
三

・

三

・
七
拍
子
、
三

・
二

・
一
、　
Ｖ

の

宇
、

Ｖ

の
字
く
ず
し
、
ド
ン
ツ
ク
拍

子
、
ポ

ン
ポ
拍
子
、

二

・
三

・
一
・

〓
三
歌
の
型
」
は
大
学
歌
、
学
生
歌
、

応
援
歌
、
第
二
応
援
歌
、
凱
旋
歌
、

逍
遥
歌
、
應
援
□
節
ま
た
、
応
援

の

型

の
他

に
工
大
く
ず
し
と

い
う
型
が

あ
り
、
十
数
種
類
に
も
な
り
ま
す
。

「型
」
は
太
鼓
と
手
拍
子
と
歌
で
村

成
さ
れ
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー

の
振
り
を

部

完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
不
断

の
修
練

が
必
要
で
力
強
く
美
し
い
型

の
完
成

を
目
指
し
て
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
力
強
く
美
し
い
リ
ー
ダ
ー

の

振
り
は
工
大
を
勝
利

へ
と
導
き
ま
す
。

ダ

～
紫
の
回
旗
行
く
所
、
常
に
勝
利
あ

り
。
大
阪
工
業
大
学
應
援
回
の
シ
ン

ボ

ル
で
あ
る
紫
の
回
旗
を
た
だ
ひ
た

す
ら
持
ち
続
け
ま
す
。
Ｓ

旗

手
は
国
旗
を
応
援
終

了
ま

で

持
ち
統
け
ま
す
。
旗
を
持

つ
旗
手
自

身
も
Ш
旗
と
し
て

一
切
動
か
ず
、
大

阪
工
業
大
学
應
援
回
の
象
徴
と
し
て

立
ち
続
け
て
い
ま
す
。
大
阪
工
業
大

学
應
援
団
に
は
二

つ
の
旗
が
あ
り
ま

す
①
小
さ

い
も

の
か
ら
中
団
旗
、
大

日
旗
、
鉄
柱
旗
と
あ
り
、
鉄
柱
旗
に

つ
い
て
は
五
人
が
支
え
な

い
と
揚
げ

る
こ
と
が
で
き
な

い
ほ
ど
の
と
て
も

大
き
な
旗
と
な

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
、
大
団
放
を

見
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

大
国
旗
も
家
屋
の
三
階
よ
り
高

い
旗

で
そ
の
重
量
も
か
な
り
重
く
、
さ
ら

に
風
が
吹
け
ば
何
百
キ

ロ
も
の
重
さ

に
な
り
ま
す
。
紫

の
□
旗
を
見
か
け

た
ら
大
阪
工
業
大
学
應
援
団
が
い
ま

す
。

吉[

ブ

ラ

ス

バ

ン

ド

部

～
腕
も
折
れ
ん
ば
か
り
に
大
鼓
を
打

つ
事
、
生
駒
連
山
を
も
打
ち
震
わ
せ
、

遠
く
は
北
長
の
峰
々
に
轟
か
ん
と
打

ち
続
け
ま
す
。
～

ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
は
リ
ー
ダ
ー
に

合
わ
せ
、
ジ
ズ
ミ
カ
ル
に
太
鼓
を
打

ち
嗚
ら
し
ま
す
。
太
鼓

で
と
て
も
大

き
な
音
を
出
す
に
は
腕
力
と
握
力
が

必
要
で
、
日
々
の
修
練
は
相
当
な
も

の
に
な
り
ま
す
。
日
々
の
修
練
で

マ

メ
が
で
き
る
の
は
当
た
り
前

で
、
時

に
は
手
か
ら
血
を
出
し
な
が
ら
も
太

鼓
を
叩
く
姿
は
壮
絶
そ
の
も

の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
修
練
か
ら
繰
り
出
さ

れ
る
太
鼓

の
音
は
応
援
活
動
を
助
け

る
に
は
と
て
も
大
き
な
効
果
を
発
揮

し
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー

の
振
り

に
あ

つ
た
太
鼓

の
リ
ズ
ム
は
美
し
さ

を
も
感
じ
さ
せ
ま
す
。
腕
も
折
れ
ん

ば
か
り
に
太
鼓
を
叩
く
姿
は
見
る
も

の
や
聞
く
も

の
に
感
動
を
与
え
ま
す
。

「国 員紹 介 を読 ん で いた だ く前 に」

我々大阪工業大学應援回は去年、国員 3名 と小規模で活動をしていた。図員 3塔 の時は応援態勢すら

ままならない状態であつたが、今年度は一回生が二人加わったとい うこともあり、去年度よりも少ない

ながら応援態勢を組めるようになった。しかし、まだまだ小規模なもので、これからは圏員をさらに増

やし精力的な活動をしていきたい。

現在の図員は全員、快活でとても気さくな者たちだ。この紹介で大阪工業大学應援回の図員を覚えて

いただきたい。そして、應援国に御用の時は一声かけてもらえればと思 う。

目 頁 紹 介

国
長岡

田
　
創
史

知
的
財
産
研
究
科

知
的
財
産
専
攻

大
学
院
二
回
生

囲
長
と
い
え
ば

こ
の
人
だ
。
應
援

団
は

一
時
期
回
貝
が
０
為
に
な
る
と

い
う
状
況
に
陥

つ
た
の
だ
が
、
そ
こ

に
入
□
し
、
後
輩
が
入

っ
て
く
る
ま

で
の
二
年
間
は

一
人
で
、
そ
の
あ
と

二
年
間
は
我

々
後
輩
を
率

い
て
、

こ

れ
ま
で
五
年
間
應
援
□
を
支
え

て
き

た
。

こ
の
人
が

い
な
け
れ
ば
今

の
應

援
国
は
存
在
し
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。

体
格
は
小
柄
だ
が
、
強
柳
な
精
神
力

で
ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越
え
て
き
た
。

人
柄
も
よ
く
、
ど
ん
な
人
と
も
す
ぐ

に
打
ち
解

け

る

こ
と
が

で
き

る
。

我

々
が
最
も
尊
敬
し
て
い
る
人
物
だ
。

副
国
長

今
井
　
聡

工
学
部
電
気
電
子

シ
ス
テ
ム
エ
学
科

三
回
生

ど
ん
な
時
で
も
沈
岩
冷
静
で
、
落

ち
新

い
た
外
囲
気
を
持

っ
て
い
る
お

方

で
あ
る
。
し
か
し
、
温
厚
そ
う
な

顔
立
ち
か
ら
は
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
、

後
輩
を
注
意
す
る
と
き
の
迫
力
に
は

凄
ま
じ
い
も

の
が
あ
り
、
団
室
内
に

緊
張
感
が
走
る
亨
も
し
ば
し
ば
…
。

後
輩
か
ら
は
大
変
頼
り
に
さ
れ
て
お

り
、
兄
貴
的
な
存
在

で
あ
る
。
し
か

し
、　
一
旦
Ш
活
動
か
ら
離
れ
る
と
、

と
て
も
愉
快

で
優
し
い
性
格
に
戻
ら

れ
る
。
特
に
ノ
リ
の
良
さ
は
天
下

一

品
で
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
面
白
お
か

し
く
し
、
個
り
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

リ
ー
ダ
ー
部

・

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

新
家

実

工
学
部
応
用
化
学
科

二
回
生

小
柄
な
林
格
な
が
ら
應
援

国

の

心
村
え
を
希
実
、
正
確
に
そ
の
身

に

刻
み
付
け
て
い
る
。
体
格
か
ら
は
想

像

で
き
な

い
よ
う
な
パ
ワ
ー
と
体
力

を
持
ち
、
他
を
圧
倒
す
る
力
強
さ
は

彼

の
持

つ
潜
在
的
な
器

の
大
き
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

力
強

さ
と
と
も
に
優
し
さ
も
兼
ね
備
え
て

い
る
。
彼
は
豊
中
市

こ
ど
も
会

の
活

動
に
も
所
属
し
、
子
ど
も
の
育
成
や

地
域
活
動

の
支
援
な
ど
に
も
携
わ

つ

て
い
る
。
力
強
さ
と
優
し
さ
を
兼
ね

備
え
た
彼
の
今
後

の
成
長
に
大

い
に

期
待
し
た
い
。

リ
ー
ダ
ー
部
・旗
手
部

松
永

諒

知
的
財
産
学
部

知
的
財
産
学
科

一
回
生

く
ま

の
プ
ー
さ
ん
を

こ
よ
な
く

愛
す
彼
は
人

一
倍
優
し
い
。
同
級
生
、

先
輩

へ
の
気
配
り
は
見
習

い
た

い

と
感
じ
る
。
ま
た
、

ユ
ー

モ
ア
セ
ン

ス
が
高
く
、
会
話
を
交
わ
し
て
い
て

と
で
も
楽
し
く
、
文
化
的
な
知
識
も

豊
宙

で
感
心
す

る
こ
と
が
よ
く
あ

る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
幼

い
頃
か

ら
バ

ス
ケ

ツ
ト
ボ
ー

ル
を
し
て
い

る
彼
は
身
体
能
力
も
高
く
、
ほ
と
ん

ど

の
役
割
を

こ
な

せ
る
器
用
さ
を

兼
ね
備
え
て
い
る
。
ま
さ
に
文
武
両

道
は
彼
の
た
め
に
あ
る
言
葉
で
、
こ

れ
か
ら
應
援
回
と
し
て
共
に
過
ご

す
日
々
が
と
て
も
楽
し
み
で
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
部

榎
原

千
跡

工
学
部
電
子
情
報

工
学
科

生

應
援

圏

の
キ
ム
タ

ク
と
は
彼

の

こ
と
で
あ
る
。　
一
見
華
奢
に
見
え
る

彼

の
身
体
、
実
は
脱
ぐ
と
す
ご

い
。

体
操
部
で
培
わ
れ
た
強
靭
な
肉
体
を

持

っ
て
い
る
。
無
駄
な
肉
が
な

い
細

マ
ッ
チ

ョ
で
あ
る
。
ま
た
、
忍
耐
強

く
、
強

い
精
神
力
を
持
ち
、
外
面
、

内
面
共
に
揃

っ
て
い
る
ま
さ
に
完
壁

な
人
間
で
あ
る
。
應
援
剛
で
は
リ
ー

ダ
ー
部
を
務
め
、
型
を
振
り
な
が
ら

汗
を
流
す
そ
の
姿
は

一
見
の
価
値
あ

り
。
演
武
祭

で
も
そ
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

旗
手
部

森

田

匡
亮

工
学
部

建
築
学
科

一
回
生

百

ｍ
先
か
ら
で
も
わ
か
る
そ
の
巨

体
。
彼
こ
そ
が
應
援
回
の
杖
綱
森
田

匡
亮
で
あ
る
。
九
十
キ

ロ
超

の
身
体

か
ら
は
独
特

の
雰
囲
気
が
滲
み
出
て

お
り
、
す
で
に
大
物

の
風
格
を
漂
わ

せ
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
は
、
應
援
団

の
マ
ス
コ
ン
ト
的
存
在
で
あ
り
、
「お

も
し
ろ
い
ｉ

か
わ
い
い
ｉ

不
思
議
」

の
三
拍
子
が
揃

つ
て
い
る
。
あ
の
巨

体
に
包
ま
れ
て
し
ま
え
ば
、
ど
ん
な

人
も
た
ち
ま
ち
心
を
許
し
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
普
段
は
そ
の
包
容
力
で
□

貝
達
に
安
心
感
を
あ
た
え
て
い
る
。

そ
の
包
容
力
は
剛
及
を
安
心
し
て
任

せ
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。

一 通

回 信



大 阪 工 業 大 学 應 援 国 (4)第 55号

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ン
ト
ボ
ー
ル
都

秋
季
リ
ー
グ
戦

九
月
十
八
日

（土
）

王
子
ス
タ
ジ
ア
ム

大
工
大

７
１
２‐

和
歌
山
大
手

洋
弓
部

門
西
学
生

フ
イ
ー
ル
ド
大
会

人
月
二
十
日

（木
）

伊
東
大
悟
五
十

一
点
三
位

北
道
院
拳
法
部

第
二
十
四
回
北
道
院
型
選
手
権

大
会
　
九
月
九
日

（日
）

守

国
市
民
体
育
館

杉
村
勇
也
　
優
勝

川
元
勝
博
　
準
径
勝

武
田
桂
　
準
優
勝

吉
見
拓
哉
　
敢
聞
賞

津
田
拓
哉
　
敢
岡
賞

中
村
立
　
敢
問
賞

空
手
道
部

第
二
十
二
回
空
手
道
糸
東
会

全
国
巡
手
権
大
会

人
月
二
十
五
日

（土
）
～
二
十
六

日

（
日
）
大
阪
市
中
央
体
育
館

団
体
戦
三
位

杉
森
良
　
無
差
別
ベ
ス
ト
８

剣
道
部

第
六
十
回
関
西
学
生
剣
道
優
勝

大
会
　
九
月
九
日

（
日
）

大
阪
市
中
央
体
育
館

男
子
団
体
女
子
団
体
と
も
に

二
回
戦
進
出

ゴ
ル
フ
部

関
西
学
生
男
子
秋
季
四

・
五

・
六

部
校
学
校
対
抗
戦

人
月
二
日

（木
）
～
三
日

（金
）

三
位

サ
イ
ク
リ
ン
グ
部

全
日
本
学
生

ロ
ー
ド
レ
ー

ス

・
カ

ン
プ
シ
リ
ー
ズ

第
四
戦
白
馬
ラ
ウ
ン
ド

小
西
優
大
Ｃ
２
　
七
位

硬
式
野
球
都

秋
季
リ
ー
グ
戦

陸
上
競
技
部

第
二
回
尼
崎
ナ
イ
タ
ー
記
録
会

九
月

一
日

（土
）

走
り
幅
眺
び
６
汀
６
９
↓

テ

コ
ン
ド
ー
部

第
二
回
イ
ン
タ
ー
ク
ラ
ブ

テ

コ
ン
ド
ー
涯
手
権
大
会

七
月

一
日

（
日
）

堺
市
原
池
公
因
体
育
館

優
勝

日
本
拳
法

大
阪
市
民
大
会

七
月
十
五
日

（
日
）

あ
べ
の
ス
ポ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ニ
回
戦
進
出

サ

ン
カ
ー
部

関
西
学
生
サ

ン
カ
ー
リ
ー
グ

六
月
二
十
四
日

（日
）

漕
艇
部

新
人
ナ

ツ
ク
ル
レ
ガ

ン
タ

人
月
四
日

（土
）
～
五
日

（
日
）

瀬

田
川

男
子
ナ

ツ
ク
ル
フ
オ
ア
　
優
勝

女
子
ナ

ッ
ク
ル
フ
オ
ア
　
一二
位

ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
部

関
西
学
生

ア
イ

ス
ホ

ッ
ケ
ー
ジ
ー
グ
戦

九
月
二
日

（月
）
～
十

一
月
二
十

三
日

（金
）
浪
速
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

フ
ッ
ト
サ

ル
部

関
西
大
学
学
生
ジ
ー
グ

九
月
十
二
日

（木
）

対
立
命
館
大
学
　
大
工
大
が
勝
利

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

第
二
十
二
回

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

人
月
二
十
八
日

（火
）
～
九
月
六

日

（木
）

シ
ン
グ

ル
ス
三
回
戦
、
四
回
戦

出
場

ダ
ブ

ル
ス
三
回
戦
出
場

環
境

工
学
研
究
部

川
上
村
乗
琉
調
査
に
参
加

人
月
七
日

（火
）
～
人
日

（水
）

ウ

イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ

ル
、
応
用
化

学
研
究
部

旭
区
民
祭
り
に
参
加

人
月
二
十
五
日

（土
）

土
木
文
化
研
究
部

測
量

コ
ン
テ

ス
ト

�

高
知

工
科

大
学

人
月
二
十
六
日

（日
）

四
位

機
械
工
学
科
研
究
部

か
わ
さ
き

ロ
ボ
ツ
ト
競
技
大
会

人
月
二
十
三
日
（木
）
～
二
十
人
日
（火
）

神
奈
川
味
川
崎
市
産
業
振
興
会
館

ベ
ス
ト
２
４

井

口
直
登
　
敢
岡
賞

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
教
育
研
究
会

「
ク

ン
キ
ン
グ
を
し
よ
う
！
」
参
加

人
月
二
十
日
（木
）
～
九
月
休
日
（土
）

旭
区
区
民
セ
ン
タ
ー

演
劇
部

三
大
学
合
同
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
公
演

九
月
二
日

（月
）

ア
ト
リ

エ
Ｓ
‐
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ク

イ
ン
ド
ア
ン
サ
イ
フ
ル

「吹
奏
楽

の
日
」

九
月
二
十
三
日

（
日
）

京
都
駅
ビ
ル
室
町
小
路

の
大
階
段

軽
音
楽
都

ジ

ヨ
イ
ン
ト
ラ
イ
ブ
　
参
加

九
月
二
十
日

（日
）

神
戸
三
宮
太
陽
と
虎
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス

十
月
二
十
日

（土
）

関
大
前
Ｔ
Ｈ
ホ
ー
ル
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス

大工大 フライ トの様子

鳥
人
間
コ
ノヽ
一Ｔ
ス
ト

、
〓
雅
ば
な
さ
ゃ
な
う
な
い

ワ
ケ
が
あ
る
！

―

         ´/

理

大
阪
工
業
大
学

の
出
場
し
た
入
力

プ

ロ
ペ
ラ
機
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
部
門
に

は
十

一
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
大
阪
工

業
大
学
は
六
番
目
の
フ
ラ
イ
ト
で
し
た
。

機
体
を
操
縦
し
て
い
た

の
は
機
似

工
学

科

四
回
生

の
ア

ル
ヒ
ン
デ

イ

ヤ
シ
ー
ル

ア

ハ
ミ
ド
君
で
す
。
ヤ
シ

ー

ル
選
手
は
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
か
ら

の
留
学
生
で
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の

方
も
た
く
さ
ん
応
援
に
来

て
い
ま
し

た
。大

阪
工
業
大
学
が
鳥
人
間

コ
ン
テ

ス
ト
に
出
場
す
る
の
は
四
年
ぶ
り
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、

ロ
ボ

ツ

ト
エ
学
科
三
回
生

の
川
崎
成
人
さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ

ユ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

機
体

の
制
作
期
間
は
川
崎
さ

ん

が

一
回
生

の
時
か
ら
鳥
人
間

コ
ン
テ

ス
ト
に
出
場
す
る
少
し
前
ま
で
の
お

よ
そ
三
年
間
で
す
⇔
大
阪
工
業
大
学

の
機
体
は
プ

ロ
ペ
ラ
が

一
枚
し
か
な

い

一
見
変
わ

っ
た
も
の
で
し
た
が
、

な
ぜ

一
枚
プ

ロ
ペ
ラ
に
こ
だ
わ

つ
た

の
か
、
そ
れ
に

つ
い
て
川
崎
さ
ん
は

こ
う
語
り
ま
し
た
。

再

一
枚
プ

ロ
ペ
ラ
と

い
う

の
は
μ

人
間

コ
ン
テ
ス
ト
で
の
初

の
試
み
だ

っ
た
』
と

い
う
こ
と
が
今
回

一
枚
プ

ロ
ペ
ラ
に

こ
だ
わ

つ
た
理
由

で
す
。

」

さ
ら
に
、
今
回
の
フ
ラ
イ
ト

に

つ
い
て
の
思

い
も

語

つ
て

く
れ
ま
し
た
。

「今
回
飛
ん
だ
距
離

５
２
５
．

８
９

ｍ
は
そ
れ
な

り

に
期
待

に
応
え

る

こ
と
が

で
き
た
と

思
い
ま
す
。
長

い
問
か
け
て
つ

く

っ
た
も
の
が
飛
ん
で
、
す
ご

く
感
慨
深

い
も
の
で
し
た
。

」

川
崎
さ
ん
は
今
年
で
引
退
な

の
で
す
が
、
来
年
も
出
場
す
る

た
め
に
機
体
の
制
作
を
頑
張

つ

て
ほ
し
い
と
後
輩
の
方

々
に
想

い
を
託
し
て
い
ま
し
た
。

機
体

の
重
さ
な
ど
を
改
良
す

れ
ば
次
は
ｌ

ｋｎ

ほ
ど
飛
べ
る

の
で
は
な

い
か
と

い
う

予
想

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
３
血

ほ
ど

飛

べ
る
よ
う

に
な

る

こ

と
を
目
標

に
し

て
い
る
よ
う

で
す
。

次

回
も
ぜ

ひ

一
位
を

目
指

し

て
頑
張

つ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

<鳥人間コンテスト ディスタンス部門 ‖贋位表>

1贋位 チーム名 フライ ト距離 (m) 出場回数

1位 房こ】ヒリ(1存 Windnauts 14129.34

2位 日本大学理工学部航空研究会 12342.38

3位 芝浦工大+ガールズケイ リン 840.9

4位 京都大学 ShootingStars 835 38

5位 東京工業大学 Meister 587.4ユ

6位 大阪工業大学

人力機プロジェク ト
525 89

7位 広島大学工学部 HUES 197.81 9

8位 東京都市大学 APSARAS 110.67 7

9位 空飛ぶオラングの会 74 77 1

10位 】ヒ¥手貫童り(→声  Northern Wings 44.95 5

11位 大阪大学 albatross 37.19 4

衛星打ち上げの瞬間

―

占

六
工
六

奉
■
へ

～
八
〓
箇
塁
に

込
め
た
８
い
～

大
阪
工
業
大
学

の

『
甲
ユ
８
一
乳

〇
出
↓
　
　
　
∞
μ
①
Ｏ
一特
中ｏ
‐
脚
〇
〇
芹
ｏ
一Ｉ
］
５
∞
卜ｏ
①

ｏ
ま
８
＆

∽
尋
Ｆ

∽瑠
８

∽
〓
又
通
称

『
”
卿
〇
円↓
［
卿
］
∽
（プ

ロ
イ
テ
レ
ス
）
』
）
』

と

い
う
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
は
二
〇
〇
七

年
四
月
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の

プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
は
と
て
も
大
規
模
な

企
画
だ

っ
た

の
で
、
開
始
か
ら

一
年

間
は
、
教
授

の
方

々
の
み
で
実
行
可

能
か
ど
う
か
の
デ

イ
ス
カ

ン
シ

ヨ
ン

を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

実
行
可
能
と
判
断
さ
れ
た

の
で
、

二

〇
〇
八
年
に
学
生
を
交
え

て
本
格
的

に
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
開
始
後
は
、
教

授

の
方

々
は
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行

い
、

主
に
学
生
だ
け
で
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
し
た
。
人
工
術
星
が
完
成
す
る

ま
で
に
多
く

の
歳
月
を
要
し
、
そ
の

問
作
業
に
携
わ

つ
た
学
生

の
人
数
は

五
〇
人
ほ
ど

で
、
中
に
は
卒
業
し
て

し
ま

つ
た
学
生
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
二
〇

一
二
年
九
月
九
日

に
イ

ン
ド
の
南
東
海
岸
に
あ
る
サ
テ

イ
シ

ュ
・
グ

ワ
ン
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で

打
ち
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
刻

は
イ
ン
ド
時
間
で
九
時
正
三
分
、
日

本
と

の
時
差
は
三
時
間
半
な
の
で
日

本
時
間
で
は

一
三
時
二
三
分
で
す
①

人
工
術
星
は

『
プ

ロ
イ
テ
レ
ス
行
星

一
号
機
』
と
名
付
け
ら
れ
、

Ｐ
Ｓ
Ｌ

Ｖ
ロ
ケ

ン
ト
Ｃ
２
■
号
機
に
搭
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

人

工
衛

星
を
打
ち
上
げ

た
目
的

は
二

つ
あ
り
ま
す
。
第

一
に
、
小
惑

星
探
査
機

『
は
や
ぶ
さ
』
と
同
じ

エ

ン
ジ

ン
の
電
気
推
進

ロ
ケ

ッ
ト

エ
ン

ジ

ン
を
使

っ
て
お
り
そ
れ

の
噴
射
実

験
を
す
る
こ
と
。
第

二
に
、
探
査
機

に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
で
淀
川

流
域

の
環
境
観
測
を
す
る
こ
と
で
す
①

こ
の
記
事
を
書
く
に
あ
た

つ
て
、

イ
ン
タ
ビ

ユ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ

い

た
工
学
部
機
械
工
学
科

田
原
弘

一
教

授
は
、
ズ
「
ま
で
人
工
術
星
の
打
ち
上

げ
に
関
わ

つ
て
き
た
こ
と
は
あ
る
が
、

自
分
が
主
体
と
な

っ
て
事
を
進
め
た

の
は
初
め
て
で
、
打
ち
あ
が

つ
た
瞬

問
は
と
に
か
く
感
動
し
た
。
学
生
達

が
頑
張

つ
て
作
り
上
げ

て
き
た
も

の

が
、
た
く
さ
ん
の
学
生

の
応
援

の
中

で
無
事
に
打
ち
上
げ
が
成
功
し
た
こ

と
は
、
学
生
逹
≧
自
分
自
身

の
心
に

一
生
残
る
で
あ
ろ
う
①

」
と
語

っ
て
く

だ
さ

い
ま
し
た
。
最
後
に
学
生
達
に

伝
え
た

い
こ
と
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、

「
こ
の
計
画
の
キ

ヤ
ン
チ

フ
レ
ー
ズ

で
も
あ
る
言
葉

で
“
宇
宙
は
決
し
て

夢

で
は
な

い
　
努
力
す
れ
ば
手
が
届

く
も

の
で
あ
る
”
と

い
う

こ
と
を
伝

え
た
い
」
と
仰

っ
て
い
ま
し
た
。

今

回

の
企

画

で
宇
宙

に
興
味

を

持

っ
た
人
は
、
ぜ
ひ
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

最
後
に
、

イ
ン
タ
ビ

ユ
ー
に
協
力

し
て
く
だ
さ

つ
た
田
原
教
授
に
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 プロイテレス

平
成

予下

口
年
度

夏

期

谷

宿

去

る
人
月

二
十
三

日
（
木
）
か
ら

二
十
人
日
（火
）
ま
で
、
我

々
應
援
□

一
同
は
京
都

の
宮
津

・
丹
後
由
良

の

地
に
て
夏
期
合
宿
を
お
こ
な

っ
た
。

宿
は

「料
理
旅
館
　
松
風
」
に
お
世

話
に
な

っ
た
。
宿
合

の
裏
手
は
天
橋

立
国
定
公
園
と
な

つ
て
お
り
、
部
屋

か
ら
は
日
本
海

の
波
が
打
ち
寄
せ
る

砂
浜
が
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。
例
年

に
な
く
今
年
は
猛
署

の
日
が
統

い
て

い
た
が
、
夕
暮
れ
時
に
は
、
合
宿
地

を
囲
う
よ
う
に
連
な
る
山

々
が
日
陰

を

つ
く
る
た
め
、
若
千
快
適
に
過
ご

す

こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
自
然
が
豊

宙
な
土
地
で
、
五
泊
六
日
の
日
程
で

挙
行
し
た
。
合
宿

の
初

日
は
ま
ず
大

宮
神
社
を
参
拝
し
、
合
宿
中

の
安
全

を
祈
願
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
ま

た
、
合
宿
地
に
到
オ
し
た
後
に
も
、

当
地

の
氏
神
様

の
社

へ
参
拝
に
行
く
。

我
ら
應
援
回

の
訪
問
を
伝
え
、
安
全

祈
願
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
今
回
は

由
良
神
社
に
参
拝
し
た
。

夏
期
合
宿
は
、
回
員

の
結
束
を
固

め
る
事
、
礼
儀
規
律
を
学
ぶ

こ
と
、

体
力
を
増
強
す
る
こ
と
が
、
主
な
目

的
と
な
る
。
今
回
は
回
員
が
増
え
た

の
で
、
昨
年
ま
で
あ
ま
り
行
う

こ
と

が
出
来
な
か

つ
た
剛
旗

の
掲
楊

お

よ
び
太
鼓

の
構
古
を
行

っ
た
。

合
宿
最
終

日
は
由
良
神
社

へ
参

拝
し
た
後
に
、
天
橋
立
ビ

ュ
ー
ラ
ン

ド
に
立
ち
寄

つ
た
。
帰
阪
し
た
後
、

大
宮
神
社

へ
参
り
、
大
き
な
事
故
も

な
く
無
事

に
合
宿
を
終
え
た

こ
と

を
報
告
し
た
。
そ
し
て
、
各

々
帰
路

に
就

い
た
。

合
宿
に
先
立
ち
、
前
稽
古

（
二
日

間
）
と
合
わ
せ
て
、
全
日
程
八
日
間

で
は
□
貝
全
員
の
心
身
を
養
え
、
成

果
が
あ

つ
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
料
理
旅

館
松
風
の
皆
様
を
は
じ
め
、
遠
路
は

る
ば

る
来

て
い
た
だ

い
た

Ｏ
Ｂ
の

方

々
に
は

こ
の
場
を
借

り
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

初
め
て
の
夏
期
谷
宿
を
終
え
て

リ
ー
ダ
ー
都

一
口
生

榎
原

千
跡

合
宿
で
は
、
体
力
稽
古
は
も
ち
ろ

ん

の
こ
と
礼
儀
作
法
も
先
輩
か
ら
教

わ
り
ま
し
た
。
先
北
に
、
礼
儀
は
人

の
事
を
敬

っ
て
行
動
し
て
い
れ
ば
自

然
と
で
き
る
は
ず
だ
と

い
う
こ
と
を

教
わ
り
ま
し
た
⇔
自
分

の
礼
俊
が
で

き
て
い
な

い
の
は
、
人
を
敬
う
気
持

ち
が
足
り
て
い
な

い
と

い
う

こ
と
に

気
が

つ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
そ

の
こ
と
を
し

つ
か
り
と
意
識
し
て
、

礼
儀
が
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と

思

い
ま
す
。
他
に
も
、
自
分
は
合
宿

で
応
援
歌

の
型
と
ぽ

っ
ぽ
拍
子
と

い

う
型

の
稽
古
を
し
ま
し
た
。
そ
の
ど

ち
ら
の
型
も
大
き
く
腕
を
振

っ
た
り
、

腕
を
し

つ
か
り
と
止
め
た
り
す
る
こ

と
に
筋
力
を
使
う
た
め
、
今
後
の
筋

ト
レ
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
歌

や
型

の
リ
ー
ダ
ー
を
す
る
際
は
、
隊

列
の
先
頭
に
立
ち
、
皆

の
指
拝
を
と

り
ま
す
。
自
分
は
、
人
前
に
で
る
の

は
緊
張
し
て
し
ま
う

の
で
苦
手
な
の

で
す
が
、
稽
古

で
何
度
も
リ
ー
ダ
ー

の
稽
古
を
し
て
い
た
の
で
、
緊
張
し

な

い
よ
う
に
少
し
は
慣
れ
る
こ
と
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
合
宿
で
得
た
も
の
は
、
人

と

の
繋
が
り
、
忍
耐
力
、
達
成
感
だ

と
思
い
ま
す
。
も
し

一
回
生
が
自
分

一
人
で
、
同
級

の
者
と
し
や
べ

つ
た

り
す
る
こ
と
も
な
く
構
古
を
し
て
い

た
ら
、
疲
れ
き

っ
て
心
が
折
れ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
仲
間
が

い
た

か
ら
こ
そ
、
し
ん
ど
く
て
も
与
え
ら

れ
た
事
を
分
担
し
た
り
し
て
支
え
あ

え
た
の
で
耐
え
る
事
が
出
来
ま
し
た

し
、
怪
我
も
な
く
、
精
神
的
に
も
参

る
こ
と
が
な
く
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
合
宿

の
問
は
心
身
共

に
疲
れ
ま
し
た
が
、
今
考
え
る
と
と

て
も
い
い
経
験
ば
か
り
で
、
自
分
を

成
長
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
夏
期
合
宿
に
参
加

し
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
て
大
変
良

い
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。


